
「伝説の裁判官」　吉田久大審院判事（弁護士　伊須　慎一郎）
弁護士　伊須　慎一郎

私は、２０１３年１１月１７日、生まれて初めて、劇団の舞台を観ました。劇団俳優座が新宿紀伊国屋ホールで公演した「気骨の判決」で
す。
何となく手に取ったチラシに、戦前、大政翼賛会による翼賛選挙を、選挙妨害があったとして無効にした裁判官がいたという内容で、目を
疑いました。
なぜなら、現憲法下においてすら、三権分立により内閣、国会から対等かつ独立し、法と良心に従って判断しなければならない最高裁判所
が、議員定数不均衡問題について国会に遠慮する判断を繰り返したり、最高裁・下級審を問わず、企業の利益ばかり配慮し、非正規労働者
に不利益を押し付ける不公正な判決ばかりで、裁判官に対する不信が募っていたからです。
チラシを見た瞬間、これは絶対観なければならないと、妻と一緒に新宿に出かけました。

昭和１７年の衆議院議員選挙の際、東条英機首相の下、戦争に国民を総動員するための組織「翼賛政治体制協議会」から推薦されない候補
（非推薦候補）に対する選挙妨害が全国で行われました。
それに対し、各地で選挙無効の訴訟が提起されましたが、日本全体が戦争に勝つことが一番大事だとされるなかで、昭和１８年には大審院
の他の民事部で次々と選挙有効の判決が出ました。
しかし、吉田判事は、選挙妨害があったとされる鹿児島に出張して２００人近くの証人尋問を実施しました。
吉田判事は十分な審理を尽くしたうえで、政府の圧力、特高警察の監視、裁判所内部での圧力に屈せず、他の民事部の有効判決に追随する
ことなく、法と正義に従い、昭和２０年３月に選挙無効の判断を出したのです。

吉田久判事は、こう言っています。
「わたしは死んでもいい、裁判官が事件の調べに行って殺されるのは、あたかも軍人が戦地に臨んで弾に当たって死ぬと同じ事だ、悔ゆる
ことはない。」
「私は、この判決をするにもいささかの政治理念には左右されなかった。もし、判決が時の政治理念に支えられてなされたとするならば、
その判決は不純であり、死んでいると考える。」

私は、吉田久判事、「気骨の判決」（新潮新書）の著者ＮＨＫの記者清永聡さん、そして、劇団俳優座のみなさんに、勇気を頂き感謝して
います。
吉田判事のような覚悟はできませんが、２０１４年もくじけず頑張らないといけないと決意しているところです。
今年もよろしくお願いします。
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｢いつか来た道｣を繰り返すな（弁護士　梶山　敏雄）
弁護士　梶山　敏雄

昨年１１月に原発事故などのために延び延びになっていた会津・猪苗代中学校の同級会が、群馬の温泉に３５名が集まり行われました。丁
度卒業５０年目の同級会でした。
「八重の桜」の放映などで少しは元気が出てきた福島ですが、復活には未だ途遠しです。

終戦直後に生まれた私たちが曲がりなりにもここまで平和な生活を維持し得たのは、再び暗澹たる社会に戻そうとする様々な企てに抵抗し、
闘ってきた多くの国民の力があったからこそと思います。

福島そして成立前夜の埼玉での公聴会と、私の地元が２度もアリバイ作りに利用され、自民党と公明党の無茶苦茶なやり方によって成立し
てしまった「特定秘密保護法」は、稀に見る悪法と言わざるを得ません。
その内容の酷さもさることながら、安部内閣とそれを補完する政党による、国民の意思など全く無視して強引に一連の悪法を成立させる手
法には、本当に背筋が凍る思いがします。

「国民には情報など知らせる必要はない」「反対を叫ぶ者はテロリストだ」などという考え・発言は、国民をバカ扱いし、選ばれた政治家・
官僚の考えに従えば良いのだ、という意識の現れです。

「日本を強くするためには国民は我慢をして黙っていろ」のスローガンは「いつか来た道」です。
無人島一つのために殺し合いの戦争に突き進み、国民の人権・自由も抑圧するぐらいなら、とりあえず島一つくらいあげてしまっても良い、
と私は思うのです。

中央労働時報（一般財団法人労委協会）２０１３年１０月号掲載
「解雇撤回の有効性」
弁護士　佐渡島　啓

地位確認等請求労働審判事件
－使用者が解雇を撤回して、新たな職種への復帰を認めたが、労働者が従前の職務や労働条件と異なる職務に戻すことは解雇の撤回ではな
く、新たな雇用契約の誘因に過ぎないとして年休取得により出勤しなかったことの有効性が争われた例
（平成二五年四月三〇日申立、六月一七日第一回期日、七月二二日第二回期日・審判。さいたま地裁平成二五年（労）五七号事件）－
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事案の概要
相手方（Y）は、総合警備保障業務をおこなう企業であり、警備員約四〇名、事務職員四名の従業員が在籍していた。申立人（X）は、平
成一八年四月にYと期間の定めのない雇用契約を締結し、経理部長として勤務してきた。

ところが、平成二四年五月に従前の代表者を含め経営陣が一新し、外部から新たな代表者が就任した。これをきっかけとして、Xの業務に
月次決算資料や資金繰表の作成が加わり、さらに他の従業員が担当していた警備員の管制業務も担うようになったため、労務量の過重性か
ら業務が停滞するようになった。

そこで、平成二四年七月頃、Xは新代表者に対し、警備員の管制業務を担当からはずしてほしいと申し入れたところ、新代表者はXに対し
「あなたには任せられない」などと言い、一年契約の嘱託職員とする雇用契約を提示してきた。
Xは、いったんはこれを拒否したものの、新経営陣からの雇用条件の提示を拒否したら旧経営陣からの従業員である自分は解雇されるので
はないかと危惧し、やむなく嘱託職員として雇用契約を受け入れた。

その後、Xは経理業務を中心に勤務していたところ、平成二五年三月一四日、Y代表者はXに対し、「今月いっぱいで辞めてもらいたい」
と告げてきた。Xはこれを拒否し、同年四月からは有給休暇を取得する旨伝えて出勤しなかったところ、同月四日、Yから「嘱託契約解除
のご通知」がXに届いた。

労働審判期日前の交渉
そこでXが代理人（当職）を選任し、X代理人が労働審判を申し立てた。申立の内容は、①地位確認請求等と共に、②旧経営陣時代の土曜
出勤に時間外手当が全く支給されていなかったことから、この時間外手当六〇万円弱の請求であった。
そうしたところ、Yは代理人を通じて、平成二五年五月一日付けX代理人宛通知書において、①期間途中の解雇には、Xの業務内容がいい
加減であり、何度も注意しても改善がみられないなどの理由があるとしつつ、しかし職場復帰を認めること、ただし、復帰後は警備業務に
従事させること、②時間外手当は旧経営陣時代のXの勤務状況なので判断できないなどと通知してきた。これに対し、Xは、従前の経理業
務に戻すのでなければ職場復帰はできないと回答した。

審理の経過、期日間の交渉
平成二五年六月一七日に第一回期日がおこなわれた。Yからは、すでに解雇は撤回し、Xの職場復帰を認めているにもかかわらず、Xが出
勤しないのであるから、解雇撤回後はXは無断欠勤の状態であるという主張がなされた。

しかし、上記のような経緯も踏まえ、審判体から、解雇は無効であること、Yのいう解雇撤回は、職種や労働条件の違いからして全く新た
な雇用契約の誘因であるに過ぎないこと（そうであるから、Xが出勤しないことは無断欠勤ではないこと）、といった心象が開示された。
これを受けて、同月一九日付けY代理人からX代理人に対するファクスで、Xを従前の職種で職場復帰を認めるという連絡があった。Xも
職場復帰することには前向きであったが、①バックペイの支払いは確保すること、②解雇は無効であって、この間出勤しなかったことにつ
いてXには落ち度がなかったことを職場で確認してもらうこと、③時間外手当も相当程度支払ってもらうこと、という条件があった。
これに対してY代理人は、②については、Xが職場復帰する日の朝礼で、Y代表者が解雇は無効であったことを従業員に説明すること、そ
の場にX代理人が立ち会うことは認めた。しかし、①バックペイについては、全額は認めないという態度を保持し、期日間での和解に向け
た調整はつかなかった。



同年七月二二日に第二回期日が開かれたが、Yからは上記審判体の心象に対する反論はなく、調停での解決に向けた話し合いがおこなわれ
た。Xは、バックペイ全額と請求している時間外手当の約半額である合計九六万円が和解できる下限だとしたのに対し、Yは、バックペイ
は上記六月一九日までとすることにこだわり、五〇万円～七〇万円の支払いでないと調停に応じないということのようであった。
結局調停は成立せず、最終的には、YがXに九五万円を支払え、という審判がくだされた。

審判後の経過
Xは、ほぼ和解の下限として考えていた金額の審判内容であったことから、これには異議を出さないこととした。これに対し、Yも異議を
出さずに九五万円をXに支払うという連絡をY代理人から受けた。
Yが、Xに対する解雇を撤回し、従前の職務に戻ることを認めていることから、審判では地位確認についての判断はなく、本稿作成時点で
はXはYの従業員としての地位を有する前提であるが、上記九五万円の支払い時期には、Xの雇用期間が経過することになるため、これに
より退職となる見込みである（雇い止めを争うことも検討したが、これはおこなわないつもりでいる。）。

コメント
近時、不当な解雇をおこなった使用者に対し、労働者が交渉や法的手続きをとった段階で、使用者が解雇を撤回し、復職を強要する例がし
ばしば見られる。本件では、Xが職場復帰も解決の一つとして考えていたが、そうでない場合には、労働者代理人としてその後の対応に苦
慮することもある。
しかし、本件審判体が、使用者が形式的には解雇を撤回しても、従前の職務や労働条件と異なる職種に戻すことでは法的には解雇の撤回で
なく、新たな雇用契約の誘因に過ぎないこと、またそのような「解雇撤回」後には、労働者が職場復帰をせずとも使用者がバックペイを支
払わない根拠にはならないという態度を明確にしたことは、他の事例の参考になると思われる。

「総務課弁護士」感性を磨き続ける（弁護士　牧野　丘）
弁護士　牧野　丘

事務所は、創設以来４０周年を迎え、ささやかな企画が準備されています。
私はそのうちの約７割の期間を共にしたことになります。

私の入所は、弁護士になってすぐの１９８５年で、バブル経済の直前、昭和末期の時期でした。多くの書面は手書きで、鉛筆と消しゴムが
必需品の時代でした。ですが、こなしていた仕事量は決して少なくなく、依頼者の方々との接触も濃密でした。

今もおかげさまで引き続き多忙なのですが、あの頃のアナログな道具でどうして仕事をこなせていたのだろう、と思います。
入所ひと月余りの時に有名な豊田商事事件が起き、新人の私は夜な夜な５００名弱の被害者の方々の情報整理と手紙発送に明け暮れていま
した。すべてがオリジナルでした。自分はつくづく「総務課弁護士」だなどと自嘲していましたが、今ではそういう折りに自分の感性を養っ
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ていたと感じます。

現在、民事訴訟の件数が減っているのだそうです。
あの当時に比べると比較にならないほどに情報は溢れ、権利意識は高まり、弁護士が身近になってきたはずなのに減っている。
これを自然現象のように語る業界人も多いのですが、法律扶助の利用件数などを人口割で計算してみるとそうとは思えません。

この分野に弁護士以外の業種が参入しつつある現状を見ると、この仕事に市場性がないわけでもなく、要は弁護士がスルーされつつあるの
ではないか、と思います。
感性豊かで正義の観点に立てる個性的な弁護士像は、今後、ことさらに追求し、本気で市民の選択に委ねていかないと弁護士という仕事自
体が消滅するのではないか、と危機感を抱いています。

我が事務所は、単なる法律的な事務を処理するだけの事務所ではありません。
社会の流れにも敏感に、いつでも感性を磨き、身を削る集団であり続けたい、と思います。

暑さと健康（弁護士　竹内　和正）
弁護士　竹内　和正

竹内も激怒した。なんとか涼しいところに避難しなくてはと決意した。竹内には政治がわからぬ。けれども，暑さに対しては，人一倍に敏
感であった（「走れメロス」より抜粋。）。

・・・さて，暑い日が続いていますが，いかがお過ごしでしょうか。体調を崩してはいないでしょうか。僕は体調を崩して入院しました
（もう大丈夫です）。初日から売店に入り浸る不良患者でした。

本当に，年々，気温が高くなっていくような気がしています。腹が立ちますね。なんでこんなに暑いんだろう。住みづらい，もはや日本は
住みづらいですよ。

間違いなく，小学生の頃は今よりも涼しかったし（夏でも３０℃を超える日なんてあまりなかった気がします。），ここ５年くらいでぐっ
と気温があがってきている気もします。

高校生の頃だってそうですよ。京浜東北線に乗りながら毎日眺めていた，気温を表示する電光掲示板の表示が３０℃を超えていただけで，
これからこの気温の中で，グラウンドを所狭しとかけまわるのかと絶望したものです。

それがなんですか。今，３０℃なんて言ったら，ちょっと涼しいじゃないですか。なんですか，なにかの陰謀ですか！

・・・興奮すればするほど暑く感じてしまいますね。
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「心頭を滅却すれば火もまた涼し」の精神にはまだまだ至ることができません。そして，夏が暑くなかったら，それはそれで不満ですよね。
いずれにせよ，暑い日々は，体調に気をつけ，冷静に，健やかに，そしてできればにこやかに，生活していきたいですね。

女性のための労働相談「パワハラ・セクハラ」（弁護士　谷川
生子）
弁護士　谷川　生子

女性を対象とした労働相談で多くの割合を占めるのが、パワーハラスメント、セクシャルハラスメント等の職場内における人格権侵害に関
する相談です。
入ったばかりの職場で上司から「ぐず、なめくじ。給料ドロボー。」等の罵声を浴びせられた。
男性ばかりの職場で冷房が効きすぎて寒いと訴えたらわざと冷房が一番あたる場所に席替えを命じられた。
上司に命じられ運転手として車で現場に向かう間ずっと膝に手を置かれていた。
終業時間後に執拗に誘いのメールが来る。
産休後会社に復帰すると「まさか戻ってくるとは思わなかった。」と言われた・・・等々。

他人事と片付けないで
仕事のできない自分が悪い、きっぱり断れない自分が情けない、パワハラだとすら考えず毎日を鬱々と過ごしている女性が沢山います。

抗議すれば職場の人間関係が悪くなってしまう、あるいはクビになるかもしれない、と声を上げられないまま我慢を重ね、うつ病等の精神
疾患を発症し、結局退職を余儀なくされる例も少なくありません。

その場合、長期間就業できなくなり、問題は深刻です。
／使用者には、労働者が安全に労働に従事できるように配慮する義務があります（労契法５条）。この義務の一環として、会社に「職場で
のいじめ行為を防止する義務」を認める裁判例もあります。しかし残念ながら、パワハラ・セクハラに対する意識はなかなか高まりません。
社内の相談窓口の他、労働局や弁護士への相談が必要です。／

そのような中、社内でパワハラが横行し、社員がつぶされていくのを見るに堪えない、職場環境を改善するためにどうしたらよいかという
労働者からの相談がありました。
他人事と片付けない姿勢が、職場を、社会を変えていく力になると思います。
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埼玉弁護士会副会長に就任して（弁護士　佐渡島　啓）
弁護士　佐渡島　啓

今年四月から、埼玉弁護士会の副会長を務めています。
現在、埼玉弁護士会には七百名弱の弁護士が加入していますが、この中から会長一名、副会長五名で執行部を構成しています。

副会長の主な職務としては、当番制で弁護士会に詰めて市民からの弁護士や弁護士会に対する苦情に対応したり、裁判所や行政機関等と弁
護士会との会合に出席をしたり、あるいは、会員が活動している委員会に手分けして参加することなどがあります。
週末には他の弁護士会等との協議会が設定されていることも多く、それぞれの場で出された課題については週一回の執行部会議で対応を検
討しています。

弁護士会が取り組まなければならない課題は無数にあります。
新人弁護士を抱える余裕のある事務所が少なくなっている、原発事故による東電への賠償請求が時効にかからないようにどうすべきか、憲
法改正問題にはどのように取り組んでいくべきか等々。

ところが、弁護士会の委員会や行事に参加しない弁護士が年々増えています。
埼玉弁護士会の総会には会員の一割程度しか出席がありません。私も副会長に就任する以前のことを振り返れば大きなことは言えないので
すが。

しかし、弁護士会は国家から独立し、官公庁等から何ら監督を受けない自治組織です。
だからこそ、弁護士会や各弁護士が自由に必要な課題に取り組み、権力と対峙する態度をとることもできるのです。
このことの尊さと重要さを肝に銘じ、来年三月までの任期を全うしたいと思います。

世界共通の働くルールづくりを（弁護士　髙木　太郎）
弁護士　髙木　太郎

自民党安倍政権になってから、「解雇法制を緩和せよ」という議論がかまびすしい。
ジョブ型正社員、ホワイトカラーエグゼンプションなどである。
ジョブ型正社員とは、職種や勤務地を限定し、労働時間規制も（厳格に）する正社員のこと。こういう類型を作れば、これとは区別された
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従来型の正社員は、職種も勤務地も残業も限定がなくなってしまう。
ホワイトカラーエグゼンプションは、要するにホワイトカラーには残業代は払わないという話である。従前、残業代不払い法案として批判
を浴びた話の焼き直しである。

働く人にしわ寄せが
さらに、派遣法の規制緩和も話題に上っている。
派遣業界から自民党への強力な働きかけがあるようで、ほんの１年前に僅かな規制強化が行われ、派遣法違反の場合に派遣先に直接雇用の
申込をみなす条項（見なし条項）についてはまだ施行さえされていない（改正法成立後３年間の猶予期間＝平成２７年１０月１日施行）の
に、この「みなし条項」さえ廃止の対象になっているのである。

阿倍首相は、日本を世界で一番（大）企業の活動しやすい国にする、というが、世界中で企業誘致合戦を展開したら、国際的な大企業はい
いだろうが、その分世界中の働く人々にしわ寄せがいくだけである。
国内での企業誘致合戦でせっかく誘致した企業に逃げられた例を見てもその行く末は明らかである。

世界中で共通した（働く）ルールの確立にこそ力をいれなければならないのである。

憲法問題への取組み（弁護士　古城　英俊）
弁護士　古城　英俊

憲法改正のことがニュースでも取り上げられるようになりました。
自由法曹団では、憲法のこと、自民党の憲法改正草案のことについて正しく理解していただくために、各地で憲法学習会を行っています。

事務所内の弁護士も、憲法学習会の講師として、現在の憲法の価値、自民党の憲法改正草案の内容などについてお話をさせていただいてい
ます。

私も、先日、講師として憲法のお話をさせていただきました。
憲法の成り立ちや、自民党が憲法９６条の改正を先行させていることの問題点や、自民党の憲法改正草案によって私たちの暮らしがどのよ
うに変わってしまうのかなどについて、具体例を挙げながらお話をしましたが、みなさんとても真剣に聴いてくださいました。
参加された方々からは、改めて憲法のことを知ることができて勉強になった、自民党の憲法改正草案を初めて読んだ、自民党の憲法改正草
案のように改正されてしまったら国民の利益が守られなくなるのではないか、などの感想が寄せられました。

事務所内でも、改憲阻止のプロジェクトチームをつくり、憲法の改正問題について事務局を交えて勉強会を開いて議論をする機会を設けた
り、事務所のホームページに「憲法カフェ」というページを設けて憲法に関する活動の報告をさせていただいたりしています。
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事務所では、弁護士だけでなく、事務局も憲法のことに関心をもっており、憲法改正に関する講演会にも積極的に参加しています。

憲法学習会の講師を経験して、憲法に関心のある国民がとても少ないのではないかと感じました。
特に若い世代の方々は、普段の暮らしの中で憲法を意識する機会がないため、憲法改正の問題についてもマスコミの論調に流されてしまう
傾向にあるのではないかと思います。
若い世代を中心に、より多くの国民に対して憲法のことを伝え、関心を持ってもらう活動が必要だと思います。

今後も、事務所全体で、憲法問題について積極的に取り組んでいきます。
ホームページの「憲法カフェ」もよろしくお願いします。

出会い系サイト被害全国一斉提訴（弁護士　月岡　朗）
弁護士　月岡　朗

携帯電話に，８００万円あげますというようなメールが届いたことはありませんか。
これが出会い系詐欺の始まりです。

去る平成２５年６月２４日，全国で出会い系サイト詐欺の一斉提訴を行いました。
今回の全国一斉提訴は，全国の弁護士で連携を取って，２９件の裁判を起こしました。

そもそも出会い系サイト詐欺とは，悩みを聞いてくれたら８００万円あげますと訴え，悩みを聞いてもらうために連絡先を交換してほしい
と持ちかけ，連絡先交換費用等と称して金銭を詐取する手口が常套手段です。

このような詐欺の手口について，「普通の人は騙されない。」「なんで騙されるの。」という声を聞くことがあります。

しかし，誰もが，いつも冷静な判断を出来るわけではありません。お金が必要で，藁にもすがる思いでメールをしてしまった人もいらっしゃ
います。
大学生から８０歳近い方まで幅広い年代の方が詐欺被害の相談に訪れる現実は，多くの方が騙されかねないことを表しています。
途中でやめようとしても，サイト運営業者は，費用を支払わないなら法的手続きを取ると脅してきます。数百万円支払ってしまった人も少
なくありません。

実際，今年６月中旬に逮捕された出会い系サイト業者グループは３７万人から１１６億円以上を詐取していたと言われています。
イメージは小さな被害ですが，実態は巨額の被害を生む詐欺グループに他なりません。
６月１９日には東京高等裁判所は判決で，サイト業者に詐欺の責任を全面的に認めました。今回の全国一斉提訴は，これらの流れに続く裁
判です。当事務所も出会い系詐欺業者グループを一網打尽にする裁判を起こしました。
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悪いのは騙した者です。返してもらうのは当然です。詐欺被害撲滅を目指し頑張りたいと思います。


